





























































は最初の調査から 5 年経過後の 2 回目のものである。したがって、本稿では前
回調査との比較検討も行っている。
















報『東西南北 2009』pp.193-204。当時岡上小学校の教諭だった片岡氏が 2008 年度の「アジアシリー
ズ」の様子を紹介している。
「アジアシリーズ」の 2008 年度分と 2013 年度分の実施日程は以下のとおりで
ある。
2008 年 04 月 24 日 マレーシア編（マレーシア人研究生、和光大学教授）
2008 年 05 月 29 日 スリランカ編（スリランカ人留学生、和光大学教授）
2008 年 06 月 27 日 ベトナム編（ベトナム人留学生、ベトナム駐在元金融マン、
和光大学教授）
2008 年 07 月09 日 インドネシア編（インドネシア人和光大学教授）
2008 年 09 月 10 日 ネパール編（ネパール民族舞踊専門家、ネパール人調理師、
和光大学教授）
2013 年 06 月 26 日 インドネシア編（インドネシア人和光大学教授）
2013 年 07 月 10 日 中国編（中国人留学生 2 人、和光大学教授）
2013 年 11 月 11 日 フィリピン編（フィリピン人英語講師、米国人和光大
学教授、和光大学教授）
2013 年 12 月 02 日 韓国編（韓国人留学生、和光大学教授）





















校の協力を得て行った。調査実施期間は、2008 年度分が同年 9 月中旬、2013 年
度分は 2014 年 3 月初旬であった。
調査対象者は、「アジアシリーズ」を受講した岡上小学校の児童である。2008





は 46 通の回答（有効回答 46 通）を、2013 年度分は 45 通の回答（有効回答 45 通）
を受け取ることができた。
配布したアンケート調査票の表題は『岡上小学校と和光大学の連携授業を充実
させるためのアンケート』であり、属性 3 項目、質問 26 項目についての無記名
アンケート方式である（2008 年度と 2013 年度の調査票はほぼ同様の形式と内容）。
回答の選択肢数が全部で 100 超とやや小学生児童にとっては多かったものと思













2008 年度アンケート調査の回答者は 46 人で全員が岡上小学校 6 年生であった。







同様に、2013 年度アンケート調査の回答者は 45 人で全員が岡上小学校 5 年生









13.0％と「少し興味があった」63.0％の合計）。これが 2013 年度には 71.1%へと若干
低下している。ただし、2013 年度は「とても興味があった」児童は全体の
28.9%へと大きく伸びている。
一方、関心の度合い順にそれ以降の回答を並べ 2008 年度と 2013 年度を比べ
てみると、「どちらともいえない」が 6.5％から 22.2%へ、「あまり興味がなかっ
た」が 10.9％から 4.4%へ、「全然興味がなかった」は 6.5％から 2.2％へと推移し
ている。












海外旅行の経験を尋ねたところ（図表 2）、2008 年度には 28.3％の児童が「経




















る 。と く に 「4 回 以 上 」が
8.9％へ大きく伸びている。
一方で、「経験なし」の児童





「外国のことを知る方法」を 1 人 2 つまで選択できる複数回答として尋ねたと
































































































































































































が 22.2％（男子 21.7％、女子 22.7％）、「少し強くなった」が 42.2％（男子 52.2％、








から 2013 年度には 22.2%へと向上）。このように外国語の勉強をしようという気持
ちが「とても強くなった」割合が 9 ポイント上昇したのは、男子の肯定的な回答
率の上昇が寄与している。





















が 47.7％（男子 50.0％、女子 45.5％）、「何
ともいえない」が 29.5％（男子 27.3％、
女子 31.8%％）、「あまり思わなかった」







































2013 年度のこの設問に対する回答は（図表 9）2008 年度に比べて低下してい
るが、それでもおおむね前向きなものとなっている。すなわち、「よく話す」が
































感じたもの（「1 番面白い」）と横軸に 2 番目に面白いと感じたものを置き、その組
み合わせを示している。
児童のうち 27 人が「調理実習」を 1 番面白いと選択しており、この中から 2
番目に面白いと「先生の話」を選んだ児童が 6 人、「写真」を選んだのが 7 人、







ついで児童のうち 6 人が「先生の話」を 1 番面白いと選択しており、この中
から 2 番目に面白いと「調理実習」を選んだのが 2 人、「写真」を選んだのが 3 人、
「ビデオ」を選んだのが 1 人、「踊りと遊び」および「無回答」は 0 人であった。
そこで、1 番と 2 番の連続する選択で最も多かった（10 人）のは「調理実習」
（1 番）と「ビデオ」（2 番）の組み合わせであった。つぎに多かったのは、「調理
実習」と「写真」の組み合わせ（7 人）である。実は上記のような（児童が面白い








童は 18 人、以下、「先生の話」4 人、「写真」4 人、「踊りと遊び」3 人、「ビデ
オ」2 人となっている。
同じく「以前よりも外国に興味を持つようになった児童（とてもと少しの回答者
合計）」のうち、「調理実習」が 1 番面白いと回答した児童は 19 人、以下、「先生
の話」5 人、「写真」5 人、「踊りと遊び」2 人、「ビデオ」2 人、「無回答者」も１
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13）2008 年度と 2013 年度では特定の問題に対する回答者数に違いが生じている。
1番面白い
調理実習 先生の話 写真 踊りと遊び ビデオ 無回答 総計
（元々）外国に興味があった児童が 18 4 4 3 2 1 321番面白いと選んだもの
（以前よりも）外国に興味を持つように 19 5 5 2 2 1 34なった児童が1番面白いと選んだもの
調べ学習をしようと思った児童が 13 4 4 2 1 1 251番面白いと選んだもの
図表12　外国（文化）への関心度合と児童が面白いと感じもの相関（人数）
2番目に面白い
調理実習 先生の話 写真 踊りと遊び ビデオ 無回答 総計
調理実習 6 7 4 10 27
先生の話 2 3 1 6
写真 3 1 1 5
踊りと遊び 2 1 3














「調理実習」が 1 番面白いと回答した児童は 13 人、以下、「先生の話」4 人、「写










































































































































































































一方で、2008 年度調査と 2013 年度調査で複数項目の回答率に大きな違いが出
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たっているが、大きく 14 項目に大別をしてグラフ化した 16）。その結果が図表 23
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図表23  「アジアシリーズ」の長短所（2013年度）（自由記述・回答率）
文化 食べ物スポー
ツ 観光 暮らし 衣装
ブラン
ド品 動物自然環
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